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第8回仙台国際音楽コンクール 【開催日程】ヴァイオリン部門 2022.5.21（土）～6.5（日） ピアノ部門 2022.6.11（土）～2022.6．26（日）

第8回仙台国際音楽コンクール・ヴァイオリン部門レポート

予選 第３日目 2022年5月2３日（月）
吉川 和夫（作曲家）

2022年5月23日（月）、仙台は小雨のち曇り。
いよいよ予選最終日。今日は10時30分スタートで、12名が演奏する。この日の最年長は1994年生まれ、最

年少は2004年生まれ。3日間を通じて、課題曲のひとつであるバッハの協奏曲では、仙台フィルハーモニー管
弦楽団と山形交響楽団メンバーによる12人編成3組のオーケストラが、テンポもボウイングも違うひとりひと
りを、親身な対応で支えた。彼らの献身的な協力がなければ、このコンクールは成り立たなかっただろう。演
奏は17時半過ぎにすべて終了し、19時10分より結果発表。参加者の合計37名のうち12名がセミファイナルに
進むことになった。
セミファイナルに進めなかった参加者には、ふたつの公式なフォローが用意されている。ひとつは、終了後

の「フィードバック・セッション」。審査委員と個別に面談して、演奏についてアドバイスを受けることがで
きる。もうひとつは、仙台市内で行われる「チャレンジャーズ・ライヴ」（今年は5月26日）。次の審査に進
めなかったと言っても、どのコンテスタントも実力は申し分ない。入場無料の気軽なコンサート、客席から惜
しみなく送られる拍手に、傷心であっただろうコンテスタントにも笑顔が戻る。こうしたきめ細かいフォロー
は、このコンクール創設時からのポリシーだ。

さて、もう1曲の課題曲についても触れておきたい。一般には馴染みが薄いかも知れないが、ウジェーヌ・
イザイ（1858～1931）は、ベルギーの偉大なヴァイオリニスト。作曲家としての代表作が、1924年に書かれ
た無伴奏ヴァイオリン・ソナタ（全6曲）である。バッハの「ソナタとパルティータ」を範として、旋律楽器
であるヴァイオリンの技を駆使して作曲された小宇宙。「バラード」と名付けられた第3番は、全音音階と半
音階とで、ほとんど無調をなす序奏に始まり、物語を連想させる主題が、幾重にも織りなされた他の声部と響
きあいながら、現れたり隠れたりする。演奏はいわゆる超絶技巧的ではあるけれど、超高速で曲弾きのように
弾かれると、音階や和音の移り変わりによる繊細な色彩の変化が潰れて流されてしまう。一方、第6番はスペ
インへのリスペクト。中間部がハバネラのリズムなのは、献呈したスペインのヴァイオリニストを想ってのこ
とだろう。また、サラサーテを意識しているようにも感じるのだが、超絶技巧的なパッセージはフレーズの繋
ぎに現れることが多く、第3番とは様子がかなり違う。両曲とも、単に演奏効果だけを狙うのではなく、知的
に分析的に研究すると、より面白さが見えてくると思う。

結びになりましたが、素晴らしい演奏をされたすべてのコンテスタントに、敬意と拍手を送ります。特に海
外からの参加には、不安がなかったはずはないでしょう。セミファイナリストの方々は、次のステージでのパ
フォーマンスが楽しみだし、参加終了となった若い演奏家の皆さんには、これからの一層の飛躍を祈らずには
いられません。どうかまたの機会に仙台に戻ってきてくれますように。
様々な困難のなか開催にこぎつけた関係各位のご努力に、ひとりの聴衆として御礼を申し上げます。そして、
5月9日、私たちは突然悲しい知らせを受け取ったことを、最後に書き留めなければなりません。運営委員長で
いらっしゃった野島稔先生のご逝去です。先生は、2001年第1回からコンクールを支えてくださり、数知れぬ
示唆をくださいました。心からの哀悼と感謝を捧げます（2015年にコンクール関連企画として開催した、ピア
ニスト・野島稔が語る「音楽と音楽家」の内容が、2022年5月20日号ニュースレター【追悼特別号】に掲載さ
れています。ぜひお読みください）。 （了）

♪コンクールの演奏をYou tubeでお楽しみいただけます。
第8回仙台国際音楽コンクールでは、両部門の予選から表彰式、ガラコンサー
トまでのライヴ配信を４K60pで行っています。また演奏日の翌日から9月30
日（金）まで期間限定でオンデマンド配信も行いますので、ぜひご視聴ください。
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